
単価契約仕様書  

環境政策局生活環境美化センター 
（担当：管理係 水谷 田中 電話：662-6023 

車両管理係 水野 山口 電話：672-0061） 

件名 (単価契約)南部クリーンセンター車両保守管理業務委託 

形状・寸法 別紙のとおり 

予定数量 別紙のとおり 

契約期間 令和９年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

契約条件 

 
別紙のとおり 
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単 価 契 約 仕 様 書  

 

１ 委託業務の名称   

（単価契約）南部クリーンセンター車両保守管理業務委託 

 

２ 契約期間 

令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで 

 

３ 業務内容 

道路運送車両法等の法令に従い指定された車両の法定点検及び継続検査（以下「車検」という。）

を実施する。 

 

４ 対象車両：車両年間保守管理計画表（別紙）のとおり 

(1) 普通自動車 車両総重量 8 トン超：３台（大型ダンプ車＝２台、散水車＝１台） 

(2) 普通自動車 積載量 2 トン超：３台（散水車＝１台、中型ダンプ車＝２台） 

(3) 普通自動車 積載量 2 トン以下：２台（小型ダンプ車＝１台、吸引車＝1 台）  

(4) 普通自動車：４台（パッカー車：４トン車＝２台、2 トン車大＝２台） 

(5) 普通自動車：２台（バス＝２台） 

(6) 小型自動車 :５台(連絡車＝５台) 

(7) 軽 四 輪 車：１８台（軽四貨物車＝１８台） 

※ 車両の台数は、令和８年９月初日現在の台数であり、委託契約期間中に増減することがある。 

 

５ 委託料単価の種類 

(1) 普通自動車 車両総重量 8 トン超（大型ダンプ車、散水車） 

ア ３ヶ月点検 

イ ６ヶ月点検 

ウ 車検 

(2) 普通自動車 積載量 2 トン超（散水車、中型ダンプ車） 

ア ３ヶ月点検（散水車） 

イ ６ヶ月点検 

ウ 車検 

(3) 普通自動車 積載量 2 トン以下（小型ダンプ車、吸引車） 

ア ６ヶ月点検 

イ 車検 

(4) 普通自動車（パッカー車：4 トン車、2 トン車大） 

 ア ６ヶ月点検 

イ 車検 

(5) 普通自動車（バス） 

ア ３ヶ月点検 

イ ６ヶ月点検 

ウ 車検 

(6) 小型自動車（連絡車） 

ア ６ヶ月点検 

イ １２ヶ月点検 

ウ 車検 
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(7) 軽四輪車（軽四貨物車） 

ア ６ヶ月点検 

イ １２ヶ月点検 

ウ 車検 

 

６ 予定数量 

  ３ヶ月点検 ６ヶ月点検 １２ヶ月点検 車検 

普通自動車 車両
総重量 8 トン超 

６ ３ ０ ３ 

普通自動車 積載
量 2 トン超 

２ ３ ０ ３ 

普通自動車 積載
量 2 トン以下 

０ ２ ０ ２ 

パッカー車 4 ト
ン車 

０ ２ ０ ２ 

パッカー車 2 ト
ン車大 

０ ２ ０ ２ 

バス ４ ２ ０ ２ 

小型自動車 
（連絡車） 

０ ５ ３ ２ 

軽四輪車 
（軽四貨物車） 

０ １８ １０ ８ 

（備考）年度中の車両の増減等により数量は変更になることがある。 

 

７ 支払方法等 

各車両の委託料単価に受託者が当該１ヶ月間に実施した定期点検、車検の台数を乗じて得られた

金額（各委託料単価×実施台数の合計額）を、受託者からの適法な請求に基づき支払う。請求は、

定期点検、車検に区分して行うこと。 

なお、車検の際に必要な自動車重量税印紙、自動車損害賠償責任保険証明書及び継続検査申請書

（ＯＣＲ）は生活環境美化センターから交付する。 

車検終了後、車検証の写しを生活環境美化センター車両管理係（以下「車両管理係」という。）に

速やかに提出すること。 

 

８ その他留意事項 

(1) 各車両の定期点検及び車検は、別紙「年間保守管理計画表」に基づいて実施すること。ただし、

各車両の定期点検及び車検の時期は変更になることがあるので、受託者において事前に確認して

おくこと。 

(2) 各車両の配置場所については、別紙「年間保守管理計画表」のとおりとする。ただし、配置場

所が異なる場合があるので、受託者において事前に確認しておくこと。 

(3) 各車両の定期点検及び車検の内容は、下記の１０「定期点検及び車検の内容」記載のとおりで

ある。なお、定期点検及び車検の実施結果の記録については、近畿地区自動車整備連絡協議会が

定めた様式等を使用すること。 

(4) 各車両の定期点検及び車検の予定数量は令和８年９月初日現在の車両台数によるものであり、

本市の都合により増減する。大幅な増減があっても、本市は何ら補償しない。 

(5) 交換部品及び消耗品等について、契約期間内に当該品番の製造中止その他契約業者の責めに帰

さない事由により当該品番の交換ができなくなった場合は、本市の同意を得て、本市が当該製造

中止等品番と同等以上の機能を有すると認めた後継品番又は上位品番を代替品番として交換する

ことができる。 
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(6)定期点検及び車検の実施時に本仕様書に含まれない部品の交換、修繕等が必要と認められた場合

は、受託者から南部クリーンセンター、西部圧縮梱包施設(以下「クリーンセンター等」という。）、

施設管理課及び車両管理係に当該修繕内容等を速やかに連絡すること。当該修繕等は、京都市契

約事務規則第27条の規定に従い受託者と別途契約が締結された場合に限り受託者により実施され

るものとする。 

(7) 車検事務代行に要する経費は委託料単価に含む。 

(8) 定期点検及び車検等実施の際、その作業が原因で発生したと考えられる不具合が生じたときは、

受託者が責任をもって対応すること。 

(9) 受託者は道路運送車両法の規定により自動車分解整備事業の認証及び指定自動車整備事業の指

定を受けていることを文書により証明できる者に限る。（業務委託の対象車両が、自動車分解整備

事業認証及び指定自動車整備事業指定に係る「対象とする自動車の種類」の中に必ず含まれてい

ること。） 

(10) その他、本仕様書に定めのない事項については、車両管理係と受託者がその都度協議して定め

る。 

 

９ クリーンセンター等の所在地及び連絡先 

(1) 南部クリーンセンター 

京都市伏見区横大路八反田２９   電話（０７５）６１１－５３６２ 

(2) 施設管理課 

京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８ 本庁舎地下１階 

電話（０７５）２２２－３９６４ 

 

１０ 定期点検及び車検の内容 

(1) 普通自動車 車両総重量 8 トン超（大型ダンプ車、散水車） 

３ヶ月点検を２回、６ヶ月点検を１回、車検を１回実施する。 

 

ア ３ヶ月点検、６ヶ月点検 

車検の実施月又は車両更新日から３ヶ月毎に以下の点検・整備を実施すること。なお、点検実施

日は、事前に本市と協議し決定すること。 

※ 当該点検の受検回数により３ヶ月点検と６ヶ月点検を区分する。３ヶ月点検は、車検後の奇数回

目（１回目の点検（３ヶ月目）・３回目の点検（９ヶ月目））の点検を示し、６ヶ月点検は、偶数回

目（２回目の点検（６ヵ月目））の点検を示している。３ヶ月点検と６ヶ月点検は、年間保守管理計

画表に車両ごとに表示されたとおりである。 

３ヶ月点検、６ヶ月点検の項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準

に規定されたもの（事業用自動車等の定期点検基準別表第３相当のもの）とする。 

６ヶ月点検実施の際にはエンジンオイルの交換（ドレンコックパッキンの交換を含む。）を併せて

実施すること。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品又はメーカー指定のグレードのものと

し、廃油処理についても受託者が責任をもって適正に処理すること。交換する部品はメーカー純正

品とする。当該交換等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

事業用貨物自動車等の定期点検基準別表第３と同等のものを使用すること。 

３ヶ月点検、６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ 車検 

車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、

車検の実施予定日を決定すること。 
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車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準（事業用自動車等の定

期点検基準別表第３相当のもの）に規定されたものとする。 

車検結果は、点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

事業用自動車等の定期点検基準別表第３と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ シャーシブラック仕上げ 

・ スチーム洗浄 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント点検 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、交

換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。な

お、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が必

要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡するこ

と。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締結され

た場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

(2) 普通自動車 積載量 2 トン超（散水車、中型ダンプ車） 

６ヶ月点検を１回、車検を１回実施する。散水車は３ヶ月点検も実施する。 

 

ア ３ヶ月点検、６ヶ月点検 

車検の実施月又は車両更新日から３ヶ月毎に以下の点検・整備を実施すること。なお、点検実

施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

※ 当該点検の受検回数により３ヶ月点検と６ヶ月点検を区分する。３ヶ月点検は、車検後の奇

数回目（１回目の点検（３ヶ月目）・３回目の点検（９ヶ月目））の点検を示し、６ヶ月点検は、

偶数回目（２回目の点検（６ヵ月目））の点検を示している。３ヶ月点検と６ヶ月点検は、年間保

守管理計画表に車両ごとに表示されたとおりである。 

３ヶ月点検、６ヶ月点検の項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基

準に規定されたもの（事業用自動車等の定期点検基準別表第３相当のもの）とする。 

６ヶ月点検実施の際にはエンジンオイルの交換（ドレンコックパッキンの交換を含む。）を併せ

て実施すること。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品又はメーカー指定のグレードのも

のとし、廃油処理についても受託者が責任をもって適正に処理すること。交換する部品はメーカ

ー純正品とする。当該交換等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検記録整備簿は、

事業用貨物自動車等の定期点検基準別表第３と同等のものを使用すること。 

３ヶ月点検、６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 
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イ 車検 

車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のう

え、車検の実施予定日を決定すること。 

中型ダンプ車における車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基

準に規定されたもの（自家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５相当のもの）とし、散水車に

ついては、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（事業

用自動車等の定期点検基準別表第３相当のもの）とする。車検結果は点検整備記録簿に記録し、

速やかに車両管理係に提出すること。中型ダンプ車の点検記録整備簿は、自家用貨物自動車等の

定期点検基準別表第５と同等のものを使用し、散水車は、国土交通省令で定める自動車点検基準

第２条の定期点検基準に規定されたもの（事業用自動車等の定期点検基準別表第３相当のもの）

とする。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ シャーシブラック仕上げ 

・ スチーム洗浄 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント点検 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

(3) 普通自動車 積載量 2 トン以下（小型ダンプ車、吸引車、小型ポンプ車） 

６ヶ月点検を１回、車検を１回実施する。 

 

ア ６ヶ月点検 

車検の実施月又は車両更新日から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。なお、点検

等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定され

たもの（自家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理については受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 
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点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５と同等のものを使用すること。 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ 車検 

車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のう

え、車検の実施予定日を決定すること。 

車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自

家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５相当のもの）とする。車検結果は点検整備記録簿に記

録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検記録整備簿は、自家用貨物自動車等の定期点検

基準別表第５と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ シャーシブラック仕上げ 

・ スチーム洗浄 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント点検 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

(4) 普通自動車（パッカー車：4 トン車、2 トン車大） 

６ヶ月点検を１回、車検を１回実施する。 

 

ア 車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のう

え、車検の実施予定日を決定すること。 

 

※ パッカー車の車検を実施する場合、特に次のことに注意すること。 

京都市では、環境保全に取り組む独自方針として、パッカー車（ディーゼルエンジン車）の燃

料として、軽油ではなくＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）を１００％使用していることから、Ｂ

ＤＦでの常時走行を考慮して燃料系統の一部に改造を施した車両を使用している。 

そのため、特に燃料ポンプをはじめとする燃料系統には、軽油使用時とは異なる様々な症例が

発生することがあり、車検時には、車両管理係と緊密な連絡をとること。 
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車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準（自家用貨物自動車

等の定期点検基準別表第５相当のもの）に規定されたものとする。 

車検結果は、点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿

は、自家用貨物自動車等の定期点検基準別表第５と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

（4 トン車、2 トン車大 共通） 

・ ブレーキホース点検 

・ シャーシブラック仕上げ 

・ スチーム洗浄 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント点検 

・ ブレーキオイル交換 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ 燃料フィルター交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ ごみ投入口付近のペイント補修 

・ 汚水タンク洗浄 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

（2 トン車大） 

・ 前輪ディスクブレーキ：ブレーキパッド点検 

・ 後輪ドラムブレーキ：ブレーキシュー点検、カップゴム点検、キャリパーインナーキット点

検 

（4 トン車） 

・ドラムブレーキ(四輪)：ブレーキシュー点検、カップゴム点検 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のもの（別紙

資料１も参照すること）とし、交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責

任をもって適正に処理すること。なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) パッカー車の年式・型式により、部品番号が異なる場合があるので、各パッカー車の交

換部品については、事前に車両管理係と協議すること。 

(注３) 点検の結果、ブレーキパット、ブレーキシュー、エアクリーナー、バッテリー等の部品

や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が必要と受託者が判断した場合は、受託者か

ら車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事

務規則第27条の規定に従い受託者と別途契約が締結された場合に限り受託者により実施され

るものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

イ（参考）その他の整備事項 

 （2 トン車大） 

フロントローターの焼け状態、リアブレーキドラムの焼け状態に注意し、必要と認められた

ときは研磨もしくは交換を実施する。 

リヤリーフスプリングのシャックルピンブッシュの磨耗状態に注意し、必要と認められたと
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きは交換を実施する。 

（4 トン車） 

エアーマスターオーバーホール・ブレーキバルブオーバーホールが必要と認められたときに

はこれを実施する。 

（4 トン車、2 トン車大 共通） 

ＡＴオイル、デフオイルについて、点検の結果、交換が必要と判断される場合、当該交換作

業を実施する。 

(注) 上記の部品等の交換、研磨作業が必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係

に当該交換内容等を速やかに連絡すること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の

規定に従い受託者と別途契約が締結された場合に限り受託者により実施されるものとする。こ

の場合、交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。 

 

(5) 普通自動車（バス) 

３ヶ月点検を２回、６ヶ月点検を１回、車検を１回実施する。 

 

ア ３ヶ月点検、６ヶ月点検 

車検の実施月又は車両更新日から３ヶ月毎に以下の点検・整備を実施すること。なお、点検実

施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

※ 当該点検の受検回数により３ヶ月点検と６ヶ月点検を区分する。３ヶ月点検は、車検後の奇

数回目（１回目の点検（３ヶ月目）・３回目の点検（９ヶ月目））の点検を示し、６ヶ月点検は、

偶数回目（２回目の点検（６ヵ月目））の点検を示している。３ヶ月点検と６ヶ月点検は、年間保

守管理計画表に車両ごとに表示されたとおりである。 

３ヶ月点検、６ヶ月点検の項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基

準に規定されたもの（事業用自動車等の定期点検基準別表第３相当のもの）とする。 

６ヶ月点検実施の際にはエンジンオイルの交換（ドレンコックパッキンの交換を含む。）を併せ

て実施すること。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品又はメーカー指定のグレードのも

のとし、廃油処理についても受託者が責任をもって適正に処理すること。交換する部品はメーカ

ー純正品とする。当該交換等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検記録整備簿は、

事業用貨物自動車等の定期点検基準別表第３と同等のものを使用すること。 

３ヶ月点検、６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ 車検 

車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のう

え、車検の実施予定日を決定すること。 

車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準（事業用自動車等の

定期点検基準別表第３相当のもの）に規定されたものとする。 

車検結果は、点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿

は、事業用自動車等の定期点検基準別表第３と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ シャーシブラック仕上げ 

・ スチーム洗浄 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント点検 

・ ブレーキオイル交換 
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・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ 燃料フィルター交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

 (6) 小型自動車（連絡車） 

６ヶ月点検を１回、１２ヶ月点検又は車検を１回実施する。 

 

ア ６ヶ月点検 

新車登録、車検、１２ヶ月点検の実施月から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。

なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定され

たものを準用したもの（自家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理については受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ １２ヶ月点検 

新車登録から概ね１２ヶ月後、２４ヶ月後及び車検の実施月から概ね１年後に、以下の点検・

整備を実施する。なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

１２ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定さ

れたもの（自家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。点検実施の際、エンジ

ンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）・オイルフィルターの交換を併せて実施すること。 

交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、交換し

たオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換

等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

１２ヶ月点検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね３日間（土・日曜日は含まな
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い。）以内とする。 

 

ウ 車検 

車検にあたっては、自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のう

え、車検の実施予定日を決定すること。 

車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自

家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。車検結果は点検整備記録簿に記録し、

速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、自家用乗用車等の定期点検基準別表第

６と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント交換 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

(7) 軽四輪車（軽四貨物車） 

６ヶ月点検を１回、１２ヶ月点検又は車検を１回実施する。 

 

ア ６ヶ月点検 

新車登録、車検、１２ヶ月点検の実施月から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。

なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の項目は、別紙「軽自動車・軽四輪貨物車の６ヶ月点検項目」とする。 

点検結果は別紙「点検整備記録簿」又は「点検整備記録簿」と同等の記録簿に記録し、速やか

に車両管理係に提出すること。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理についても受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 
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イ １２ヶ月点検 

新車登録から概ね１２ヶ月後、２４ヶ月後及び車検の実施月から概ね１年後に、以下の点検・

整備を実施する。なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

１２ヶ月点検の項目は、自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自家用乗用

車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）・オイルフィルターの交

換を併せて実施すること。交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー

指定のものとし、交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に

処理すること。当該交換等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

１２ヶ月点検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね３日間（土・日曜日は含まな

い。）以内とする。 

 

ウ 車検 

自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、車検の実施予定

日を決定すること。 

車検項目は、自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自家用乗用車等の定期

点検基準別表第６相当のもの）とする。 

車検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む） 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント交換 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 



年間保守管理計画表 令和９年度

台
数

所属 車種 車両 番号 車名 年式 公害記号 型式 車台番号 長さ 幅 高さ E/G形式 排気量 架装会社 積載量 容量㎥人 燃料 車両重量
車両総重

量
有効年 有効月 有効日 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 委託料単価区分

1 南部cc LD車 京都100は 875 三菱 15 KL FP50KJX
FP50KJX-

520137
7.88 2.49 2.85 8DC11 17,730cc 新明和 7000ｋｇ 軽油（直） 9020ｋｇ 16130ｋｇ R10 3 24 ③ ➅ ③ 車検

1 南部cc LD車 京都100は 2515 三菱 20 BDG FP50JX
FP50JX-
550047

7.85 2.49 2.88 6M70 12,880cc 極東 6900ｋｇ 軽油（直） 9670ｋｇ 16680ｋｇ R9 9 28 ③ 車検 ③ ➅

1 南部cc 散水車 京都800は 1921 三菱 R3 2KG FK62FZ
FK62FZ-
606116

7.73 2.42 2.76 6M60 7,540cc ﾓﾘﾀｴｺﾉｽ 6500ｋｇ 軽油（直） 7230ｋｇ 13840ｋｇ R10 3 28 ③ ➅ ③ 車検

1 南部cc 散水車 京都88せ 1652 三菱 9 KC FH217E
FH217E-
501089

7.1 2.2 2.35 6D16 7,540cc ﾓﾘﾀｴｺﾉｽ 2800ｋｇ 軽油（直） 5060ｋｇ 7970ｋｇ R9 4 14 車検 ③ ➅ ③

1 南部cc D車 京都11ぬ 1452 三菱 7 U FK617G改
FK617G-
510979

6.62 2.2 2.59 6D16 7,540cc 新明和 3250ｋｇ 軽油（直） 4380ｋｇ 7795ｋｇ R10 1 30 ➅ 車検

1 南部cc D車 京都100せ 8422 日野 28 TKG FD9JGAA
FD9JGA-

10493
6.59 2.22 2.48 J05E 5,120cc 極東 3100ｋｇ 軽油（直） 4700ｋｇ 7965ｋｇ R10 3 7 ➅ 車検

1 南部cc C車 京都11ぬ 8244 三菱 9 KC FE516BN
FE516BN-

521306
4.73 1.7 2.08 4D36 3,560cc 新明和 2000ｋｇ 軽油（副） 2910ｋｇ 5075ｋｇ R10 3 27 ➅ 車検

1 南部cc 吸引車 京都88せ 3654 三菱 10 KC FE568B
FE568B
532525

5.32 1.89 2.56 4D35 4,560cc ﾓﾘﾀｴｺﾉｽ 1200ｋｇ 軽油（直） 4150ｋｇ 5460ｋｇ R10 3 26 ➅ 車検

1 南部cc F 京都800さ 9515 三菱 15 KK FK71GC
FK71GC-
765325

5.86 2.17 2.46 6M61 8,200cc 新明和 3000ｋｇ 6.0㎥ 軽油 4830ｋｇ 7995ｋｇ R9 10 2 車検 ➅

1 南部cc F 京都800す 2376 三菱 17 PA FK71DC
FK71DC-
770762

5.95 2.2 2.45 4M50 4,890cc 極東 2700ｋｇ 6.0㎥ 軽油 5130ｋｇ 7995ｋｇ R10 3 23 ➅ 車検

1 南部cc LB 京都800さ 4615 三菱 13 KK FE53EB
FE53EB-
563150

5.3 1.86 2.28 4M51 5,240cc 新明和 2000ｋｇ 4.2㎥ 軽油 3900ｋｇ 6065ｋｇ R9 12 16 ➅ 車検

1 南部cc LB 京都800さ 7311 三菱 14 KK FE53EB
FE53EB
575482

5.3 1.86 2.36 4M51 5,240cc 新明和 2000ｋｇ 4.2㎥ 軽油 4010ｋｇ 6175ｋｇ R10 3 16 ➅ 車検

1 南部cc 軽四輪車 京都41て 3875 ダイハツ 8 V S110P
S110P-
082054

3.29 1.39 1.93 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 890ｋｇ 1440ｋｇ R10 1 17 ➅ 車検

1 南部cc 軽四輪車 京都41の 7420 ダイハツ 11 GD S200P
S200P-
0004539

3.39 1.47 1.78 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 740ｋｇ 1200ｋｇ R10 12 5 ➅ ⑫

1 南部cc 軽四輪車 京都41の 7496 ダイハツ 11 V S110P
S110P-
182537

3.29 1.39 1.88 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 940ｋｇ 1400ｋｇ R10 12 2 ➅ ⑫

1 南部cc 軽四輪車 京都41ほ 5031 ダイハツ 12 GD S200P
S200P-
0046488

3.39 1.47 1.78 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 740ｋｇ 1200ｋｇ R10 12 18 ➅ ⑫

1 南部cc 軽四輪車 京都41ひ 8367 ダイハツ 12 GD S200P
S200P-
0025785

3.39 1.47 1.76 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 800ｋｇ 1260ｋｇ R10 2 23 ➅ 車検

1
南部cc
（水垂）

軽四輪車 京都41み 2007 ダイハツ 13 GM S200P
S200P-
0072771

3.39 1.47 1.98 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 840ｋｇ 1300ｋｇ R9 11 13 ➅ 車検

1 南部cc 軽四輪車 京都41み 8224 ダイハツ 14 LE S200P
S200P-
0078742

3.39 1.47 1.88 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 870ｋｇ 1330ｋｇ R10 3 24 ➅ 車検

1 南部cc 軽四輪車 京都41み 8226 ダイハツ 14 LE S200P
S200P-
0078840

3.39 1.47 1.98 EF 650cc 350ｋｇ ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 3 24 ➅ 車検

1 南部cc 軽四輪車 京都480あ 3367 三菱 17 GBD U61T
U61T-

1003532
3.39 1.47 1.79 3G83 650cc 350ｋｇ ガソリン 740ｋｇ 1200ｋｇ R11 3 17 ➅ ⑫

1 南部cc 軽四輪車 京都480え 1477 三菱 18 GBD U61T
U61T-

1106953
3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 27 ⑫ ➅

1 南部cc 軽四輪車 京都480え 1478 三菱 18 GBD U61T
U61T-

1106987
3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 27 ⑫ ➅

1 南部cc 軽四輪車 京都480え 1481 三菱 18 GBD U61T
U61T-

1106203
3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 31 ⑫ ➅

1 南部cc 軽四輪車 京都480え 1483 三菱 18 GBD U61T
U61T-

1106559
3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 31 ⑫ ➅

1 南部cc 軽四輪車 京都480え 1486 三菱 18 GBD U61T
U61T-

1106863
3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 27 ⑫ ➅

1 車両管理 軽四輪車 京都480え 4320 スバル 18 LE TT2
TT2-

344034
3.39 1.47 1.81 EN07 650cc 350ｋｇ ガソリン 900ｋｇ 1360ｋｇ R10 10 22 ➅ ⑫

1 車両管理 軽四輪車 京都480き 1252 スバル 19 LE TT2
TT2-

382956
3.39 1.47 1.78 EN07 650cc 350ｋｇ ガソリン 870ｋｇ 1330ｋｇ R9 9 24 車検 ➅

1 南部cc 軽四輪車 京都480き 1440 スバル 19 LE TT2
TT2-

383784
3.39 1.47 1.8 EN07 650cc 350ｋｇ ガソリン 870ｋｇ 1330ｋｇ R9 9 26 車検 ➅

1 南部cc 軽四輪車 京都480み 7069 スズキ R7 3BD DA16T
DA16T-
899212

3.39 1.47 1.81 R06A 650cc 350ｋｇ ガソリン 860ｋｇ 1320ｋｇ R9 12 8 ➅ 車検

1 南部cc マイクロ 京都200さ 235 トヨタ 13 GE RZH125B
RZH125
4005341

5.03 1.69 2.35 2RZ 2,430cc 15人 ガソリン 1870ｋｇ 2695ｋｇ R10 2 20 ③ ➅ ③ 車検

1 南部cc マイクロ 京都200さ 532 三菱 15 KK BE63EG
BE63EG
300461

6.99 2 2.73 4M51 5,240cc 29人 軽油（直） 3780ｋｇ 5375ｋｇ R10 3 24 ③ ➅ ③ 車検

1 南部cc 連絡車 京都54な 8097 トヨタ 6 E GS130G
GS130-
1026298

4.69 1.69 1.51 1G 1,980cc 5人 ガソリン 1490ｋｇ 1875ｋｇ R9 9 11 車検 ➅

1 南部cc 連絡車 京都77み 2043 日産 11 GF W11
W11-

004444
4.65 1.69 1.49 QG18 1,760cc 5人 ガソリン 1320ｋｇ 1595ｋｇ R10 3 10 ➅ 車検

1 南部cc 連絡車 京都501せ 3856 日産 16 UA WHNY11
WHNY11-
312708

4.41 1.69 1.48 QG18 1,760cc 5人 ガソリン 1300ｋｇ 1575ｋｇ R11 3 17 ➅ ⑫

1 南部cc 連絡車 京都501せ 3859 日産 16 UA WHNY11
WHNY11-
312733

4.41 1.69 1.48 QG18 1,760cc 5人 ガソリン 1300ｋｇ 1575ｋｇ R11 3 17 ➅ ⑫

1 南部cc 連絡車 新車 ホンダ R12 ➅ ⑫

37

台数    車検

3 6 3 3

3 2 3 3

2 2 2 （注１） 表中の は3ヶ月点検、 は6ヶ月点検、 は12ヶ月点検、Aは車検A、Bは車検B、Cは車検C、Dは車検Dを表している。

2 2 2

2 2 2

18 18 10 8

2 4 2 2

5 5 3 2

37 12 37 13 24

普通自動車積載量2ｔ超

普通自動車積載量2ｔ以下

パッカー車4トン車

合計

小型自動車
（連絡車）

軽四自動車

バス

普通自動車
車両総重量８トン超

普通自動車
積載量２トン超

普通自動車
積載量２トン以

下

パッカー車
４トン車

パッカー車
２トン車大

パッカー車2トン車大

軽四貨物車

バス

小型自動車（連絡車）

普通自動車（連絡車）

普通自動車車両総重量８ｔ超










